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§１．研究成果の概要 

本研究計画では、レーザーのような古典光には対応物がない非古典光に特有の性質やパラメータ

ーを時間分解分光測定へ応用することに着目し、光化学系 II 反応中心など光合成タンパク質の動

的過程の観測における有用性を理論的に明らかにする。特に、スペクトルの選択性および測定感

度の向上を可能とするような非古典光の生成および適用法を理論的に確立することを目指す。今

年度は、周波数がエンタングルした 3 光子に着目し、３光子の量子相関を分光計測へ適用するこ

との有用性を解析した[1]。３光子の量子相関を利用することで、もつれ光子対を用いた時間分解

もつれ光子分光法 [Ishizaki, J. Chem. Phys. 153, 051102 (2020).]と二光子同時計数検出を統合

した分光計測が可能となることを理論的に示した。したがって、本研究の３光子分光計測では、同

時計数検出により分光シグナルの検出における偶発的な光子計数を抑制でき、弱い非線形光学

過程による信号を線形吸収など他の寄与から分離できることが期待できる。 
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